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No. 748 日合商の基本は『協調と連帯』

日合商は昭和 52（1977）年に合板・建材を扱う流通
業界の活性化と、関係官庁に意見書が提出できる組
織として発足した歴史ある組織であり、業界唯一の
国の認可団体です。その「会勢強化」は、業界の活
性化につながるものです。また、新規会員・賛助会
員の数が増えることで関係官庁への発言力も増し、
社会的な影響力も拡大していくものと考えています。
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⚫静岡地区支部　⚫山梨地区支部　⚫北陸支部

★新型コロナウイルス感染防止対策により、
　支部総会・地区支部総会は書面会議となりました。

日合商支部・地区支部 総会 8 月スケジュール

7月

6月

5月

月7-8
日合商
支部総会
5月～7月の
実施報告

四国支部
村上 髙志　支部長

四国支部
総会は書面会議で実施、
全議案が可決承認され
ました。

九州支部
越智 通広　支部長

九州支部
総会は書面会議で実施、
全議案が可決承認され
ました。

中部日本支部
小松 正明　新支部長

中部日本支部
総会は書面会議で実施、
全議案が可決承認され
ました。

支部長退任に伴い
新たに、小松正明氏

（㈱井桁藤 代表取締役）が
新支部長に
選任されました。

東京支部
小川 明範　支部長

東京支部
総会は書面会議で実施、
全議案が可決承認され
ました。

中国支部
三島 英揮　支部長

中国支部
総会は書面会議で実施、
全議案が可決承認され
ました。

沖縄支部
小山 幹太　支部長

沖縄支部
総会は書面会議で実施、
全議案が可決承認され
ました。

日合商WEBセミナー（各支部と本部共催）を開催します！
● 8 月 20 日（金）　14：00 ～ 15：30　ライブ配信
　 定期セミナー《第２回》　講師：清水 英雄 氏

　『カーボンニュートラル  ～建設業界は何をすべきか～』
　カーボンニュートラルに向かう日本政府の政策によって建設業界にはどのような対策が必要か、
　その為にどんな準備をなすべきか等について解説いただきます。

日合商 WEB セミナー（各支部と本部共催）を開催しました
● 6 月 17 日（木）　14：00 ～ 15：30　ライブ配信
　定期セミナー《第１回》　講師：清水 英雄 氏
　『脱炭素社会×第四次産業革命～日本社会のグランドデザイン～』
　�各省庁・行政機関から発表されている政策のグランドデザインを統合・

整理することで見えてくる国が示す住生活産業界の方向性。これをベースに今後の日本社会が辿る道
筋、そしてどこにビジネスチャンスがあるのかについて、ロードマップを使って解説いただきました。

　なお、申込アドレス数は 180 超、総視聴回数は 250 回超となりました。

● 7 月 8 日（木）　14：00 ～ 15：30　ライブ配信
　特別セミナー《第１回》 　講師：清水 英雄 氏
　『ウッドショック動向解説』
　�住宅業界の大きな課題となっているウッドショックによって、今後

の木材供給は？　住宅の価格は？　取引先への説明はどうする？
等々、さまざまな課題を踏まえ、今後予想される見通しや対策等を解説いただきました。

　なお、申込アドレス数は 560 超、総視聴回数は 625 超となりました。

【お申込み方法】　
① QR コードで組合員専用ページを読み込む　　　　　　　
　　　⬇
②セミナー名「カーボンニュートラル～建設業界は何をすべきか～」をクリック
　　　⬇
③セミナーの詳細ページ下段の「申込フォーム」に必要事項を入力
　　　⬇
④送信をクリックすれば、完了です。 www.nichigosho.net/member/seminar/

開催月 テーマ 概要

第 3 回 10 月
住生活産業界の今後 10 年

～建設業×不動産業の未来予想～

少子高齢化×大相続時代、2020 年から 2030 年までに
出てくる相続件数は 1500 万件超の予想。相続に伴い不
動産の譲渡件数も大量になる、今後 10 年間の住生活産
業界の市場動向を読み解きながら、未来を予想。

第 4 回 12 月
脱炭素×エネルギー×住生活

～エネルギー政策の詳細～

COP26 で発表される 2030 年までのロードマップと照ら
し合わせ、国のエネルギー政策の詳細を読み解き、住生
活産業のマーケットがどのようにエネルギー施策と連動
して動いていくのか予想。

第 5 回 2022 年
2 月

2022 年～ 2024 年までの
住宅業界の動向発表

2021 年 12 月～ 2022 年 1 月の世界動向から、国の予算
や実際の住宅産業に打ち出される支援の内容を読み解
き、踏み込んだ詳細部分まで解説。

日合商ＷＥＢセミナー　定期セミナー《第３回》以降の予定
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品　　目

※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より 
（注）1 車単位（10 トン）問屋売り価格・90 日手形（JAS 製品）東京の合板卸売り価格（円）
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（Unit：1,000㎥）合板　短期需給見通し

　国産合板の需要
1. 令和 3 年第 1 四半期の実績について　　　今回（784 千㎥）

（実績数量の背景、前年同期との比較等）
12 月の底値以降、プレカットとルート向けの在庫手当てが活発となった。流通在庫は低水準であった
ことから、出荷量は、前年同期比 3.4％の増加となった。

2. 令和 3 年第 2 四半期の見込みについて　　今回（760 千㎥）
（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）

前期の底値からの反動による出荷の増加に加え、製材品を中心とする「ウッドショックの煽り」と「生
産コストの販売価格への転嫁」の供給サイドのアナウンスから高い水準の引き合いは維持されている。
6 月時点の発注で 7 月の納期と約一か月を要する旺盛な流通の需要状況。前年同期比 8.7％の増加が見
込まれる。

3. 令和 3 年第 3 四半期の見通しについて　　今回（780 千㎥）
（見通し作成の根拠）

前期の発注からの納期が今期へ繰越していることから、前期水準の出荷が今期前半は維持される見通し。
一方、流通卸大手の需要動向予測調査では、一般工務店及び販売店の需要見通しは大幅な減少を示し、
木材価格高騰と供給不足が深刻化するウッドショックの住宅着工への懸念が反映されている。このため
流通在庫補充が一巡する時期が、いったん仮需の収まる時期と思われる。

（前年同期との差異について）
前年同期比 6.4％の増加の見通し。

4. 令和 3 年第 4 四半期の見通しについて　　今回（800 千㎥）
（見通し作成の根拠）

工務店及び販売店では、ウッドショック対策として樹種変更などの代替策、価格や納期等の施主対応が
進めば、グリーン住宅ポイントなどの脱炭素化への取り組みの政策活用による需要喚起に繋がる条件が
そろってくる。同時に前期までに流通に補充された在庫が実需によって出荷が進めば、平常な需要と供
給の流れが回復すると期待される。コロナワクチン接種の希望する人全員の完了時期は、本格的な需要
再開の重要なポイントと意識される。

（前年同期との差異について）
前期より増加するが、前年同期比では 4.5％の減少の見通し。

　輸入合板の需要
1. 令和 3 年第 1 四半期の実績について　　　今回（593 千㎥）

（実績数量の背景、前年同期との比較等）
現地の供給改善は大きく進まないものの、コンテナは上昇する運賃を呑めば手配が可能となり、受けいれ
ることにより前期より大幅に増加となった。12 月の価格底入れや港湾在庫低水準から、需要側の価格受
け入れは進み、入港相当量の出荷となった。
前期より大幅に回復したが前年同期比は 5.6％の減少であった。

2. 令和 3 年第 2 四半期の見込みについて　　今回（590 千㎥）
（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）

前期水準の入港見込みと港湾在庫が極めて低水準のため、需要は入港分相当量を出荷する見込み。現地で
はインドネシア産の薄物・中厚合板の過去最高値となり住宅着工の好調な北米優先、マレーシアの 6 月再
度のロックダウンのため生産の減少となるため、需要側の価格受け入れは追随せざるを得ない。
前年同期比では、2.8％の減少の見込みとなる。

3. 令和 3 年第 3 四半期の見通しについて　　今回（530 千㎥）
（見通し作成の根拠）

マレーシアのロックダウンによる生産の大幅減少により、今期入港（供給）減少が予想されるため、特に
サラワクの得意とする 12mm 型枠合板の不足が深刻になる可能性がある。薄物・中厚合板も含め供給相
当量分の需要は見通される。

（前年同期との差異について）
前期より大幅に減少するが、前年同期比で 13.6％の増加となる見込み。

4. 令和 3 年第 4 四半期の見通しについて　　今回（530 千㎥）
（見通し作成の根拠）

米国住宅許可件数（5 月）は、今後の着工件数鈍化の可能性を示唆する数字となり、コスト高や資材調達
可能性の低下が重しとみられている。この状況が続けば日本向けでは、価格を別にして調達量は改善され
る見通しも考えられる。価格面から代替品への転換も進むであろうが、低水準の供給に対する出荷は埋め
てゆく見通し。

（前年同期との差異について）
前年同期比で 2.1％の増加となる見込み。

供給 需 要（出荷） 期末在庫

計 国内製造 輸入合板 計 国内製造 輸入合板 合計 国内製造 輸入合板
2021（R3）

1-3
前回予測 （1,314） （770） （544） （1,290） （760） （530） （1,048.078）（106.576）（941.502）

実績 1,374.353 778.204 596.149 1,378.000 784.370 593.630 1,020.431 90.410 930.021

4-6
前回予測 （1,289） （780） （509） （1,490） （750） （520） （1,067.078）（136.576）（930.502）

見込み 1,374.000 790.000 584.000 1,350.000 760.000 590.000 1,044.431 120.410 924.021

7-9
前回予測 （1,334） （800） （534） （1,310） （780） （530） （1,091.078）（156.576）（934.502）

見通し 1,324.000 810.000 514.000 1,310.000 780.000 530.000 1,058.431 150.410 908.021
10-12 見通し 1,358.000 830.000 528.000 1,330.000 800.000 530.000 1,086.021 180.000 906.021

計 5,430.000 3,208.000 2,222.000 5,368.000 3,124.000 2,244.000

6 月 10 日に日本合板工業組合連合会・日本木材輸入協会・日本合板商
業組合による「合板需給検討委員会」を「林野庁 木材利用課」の陪席
をいただき、合板会館（日合商会議室）
で開催。ウッドショックの影響下に
ある合板の短期需給見通しを検討し
ました。検討結果は、林野庁の木材
行政の推進のための情報として提供
しました。 新型コロナウイルス感染防止対策を講じたうえで開催しました。
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概　要
　2021 年 5 月の新設住宅着工戸数は 70,178 戸（前年同月比 9.9％増）で 3 カ月連
続の増加となった。その内、木造住宅は 41,156 戸（前年同月比 15.5％増）で 23
カ月ぶりの増加となった。季節調整済年率換算値は 87.5 万戸で前月比 0.9％減、5
カ月ぶりの減少となる。
　利用関係別では持家が 22,887 戸（前年同月比 16.2％増）で 7 カ月連続の増加、
貸家は 25,074 戸（同比 4.3％増）で 3 カ月連続の増加、分譲 21,426 戸（同比 8.4％
増）で先月の減少から再びの増加となった。分譲の内訳はマンションが 9,444 戸（同
比 1.6％増）で 3 カ月連続の増加、戸建ては 11,797 戸（同比 13.6％減）と 18 カ
月ぶりの増加となった。

国内・外合板の供給量
　5 月の国内合板生産量は 25.4 万㎥（前月比 95.7％、前年同月比 113.4％）と発
表された。その内、針葉樹合板の生産量は 24.6 万㎥（同比 95.7％、114.3％）となり、
出荷量は 25.4 万㎥（同比 94.8％、120.3％）で在庫量は 9.6 万㎥となった。
　輸入合板の 5 月度入荷量は 20.4 万㎥（前月比 95.5％、前年同月比 99.9％）となっ

た。国別入荷量はマレーシアが 7.3 万㎥、インドネシアが 6.0 万㎥、中国が 5.3 万
㎥となっている。

今後の見通し
　輸入合板に関しては、大方の予想通りに減少している。今後もワーカー不足や
原木問題などから、急激な生産増は見込めない状況である。両産地の状況は新型
コロナウイルスの状況によって非常に流動的になっている。しばらく現地価格は
強気で推移すると思われる。港頭在庫が極めて低水準であることや先行き入荷量
も更に絞られることから、アイテムによっては欠品状態が継続され、為替の影響
もあり一気に価格の上昇が進んでいる。まだ必要量は先手で確保しておいた方が
よいだろう。
　国内針葉樹合板は、生産も出荷も旺盛であったことが分かる。低水準で推移し
ている在庫量も更に減少状態。輸入材中心に木質製品の不足感が深刻さを増す中、
国内丸太も価格の上昇が続いている。先高観もあり、早めに必要数量を確保する
傾向が強まった状態になっている。今後は少し落ち着いた動きになると思われる
が、必要量は先手で確保しておいた方がよい。
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　日合商ホームページより
　新着情報・トピックスをご確認ください

日合商ホームページには、業界向けの補助金事業
等や、国の行政等から発信される最新情報を誰で
もご覧いただける【新着情報・トピックス】のペー
ジがございます。ぜひ、ご活用ください。

7 月の新着情報・トピックス
◦ 7 月 12 日　�林野庁より、新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処

方針」の変更に伴い、改めて周知依頼
◦ 7 月 19 日　�東京都中小企業団体中央会から、東京都における新型コロ

ナウイルス感染症に係る支援策の案内と、国の支援策を取
り纏めたパンフレット【新型コロナウイルス感染症に係る
支援策】の案内

◦ 7 月 20 日　�林野庁より、令和 3 年度（第 72 回）全国労働衛生週間に
関する協力依頼

◦ 7 月 20 日　�林野庁より、新型コロナウイルス感染症拡大防止に関して、
改めて「労務管理の基本的姿勢」、「職場における感染予防
対策の徹底」、「夏休み期間中における留意事項」等の周知
依頼

◦ 7 月 21 日　�令和 3 年度の外構部の木質化対策支援事業「外構実証型事
業」の 2 次募集、7 月 26 日から事前申込開始のお知らせ

① 組合員専用ページ（日合商メールマガジン）にログイン
　 《組合員専用ページへのログイン方法》
　  ・ホームページからのログイン（ID とパスワードが必要）
　　　 ID：nichigosho　　パスワード：reiwa03（ゼロサン）
　  ・QR コードから　組合員専用ページを読み込む

② 日合商 WEB セミナーのセミナー名をクリック

③ セミナー動画をご視聴ください

2021 年度合法木材・持続可能木材の供給認定事業者研修
及び木材関連事業者のクリーンウッド法登録推進セミナー

◦�本年度も3 年に1 度の「合法認定事業者研修会」を実施いたします。
　�従来の研修会に併せて、登録実施機関等の専門家による「クリーンウッド（合法伐採木材）」普及促進の

ための説明会を実施いたします。なお、認定事業者の研修終了者には受講証明書を発行します。まだ認
定事業者でなくても、今後、認定申請を検討される木材関連事業者にも広くご参加いただけます。

◦�本年度の林野庁補助事業では、合法性の確認が必要になります。
　�「JAS 構造材利用拡大事業」と「外構部の木質化支援事業」では、施工者の交付申請書に【合法木材証明書】

の添付が必要ですので、証明書発行の徹底をお願いします。

支部 日程 会場

北海道 2021 年 9 月 28 日（火）
13：00 ～ 15：30 京王プラザホテル札幌

【開催計画】

日合商 WEBセミナー  アーカイブ視聴が可能です !!
日合商 WEB セミナーのライブ配信をご覧できない会員様には、配信終了後の翌日から、
組合員専用ページ【セミナー動画】よりアーカイブ動画が視聴いただけます。

【セミナー動画】の
視聴方法

北海道	 - ⑤ -0009	 ㈱アオバボード	 代表取締役社長	 滝本  智
東北	 - ⑤ -0008	 大蔵産業㈱	 代表取締役	 渡山  之俊
北関東	 - ② -0074	 ㈱エム・ジェイ・ウッド	 代表取締役	 島上  誠司
北関東	 - ② -0075	 ㈱丸松	 代表取締役	 忍足  松太郎
北関東	 - ⑤ -0004	 コーワ㈱	 代表取締役	 馬場  秀樹
北関東	 - ⑤ -0005	 ミズノ㈱	 代表取締役社長	 水野  美和
北関東	 - ⑤ -0007	 ヤマワ合板㈱	 代表取締役社長	 若林  郁夫
東京 S	 - ⑤ -0003	 ㈱オーシカ	 代表取締役	 堀口  和秀
東京・新潟	 - ⑤ -0043	 ㈱カヤノ	 代表取締役	 茅野  与志樹
東京・長野	 - ⑤ -0040	 ㈱丸富	 代表取締役	 鈴木  文雄
東京・静岡	 - ⑤ -0044	 池田ベニヤ㈱	 代表取締役	 池田  道昭
東京	 - ⑤ -0027	 マルシン建材㈱	 代表取締役社長	 梶本  芳則
東京	 - ⑤ -0038	 吉川ベニヤ㈱	 代表取締役	 吉川  雄貴
東京	 - ⑤ -0039	 ㈱角吉商店	 代表取締役	 石川  健太
東京	 - ⑤ -0045	 和以美㈱	 代表取締役	 田中  幸治
東京	 - ⑤ -0046	 ナイス㈱	 代表取締役社長	 杉田  理之
東京	 - ⑤ -0049	 ㈱東合板商会	 代表取締役	 東司  陽介

神奈川	 -0058	 ㈱松崎	 代表取締役社長	 高橋  至
中部日本	 - ⑤ -0008	 ㈱ヤマガタヤ	 代表取締役	 吉田  達弘
中部日本	 - ⑤ -0009	 ㈱きもと	 代表取締役	 前川  秋紀
中部日本	 - ⑤ -0010	 ㈱太閤	 代表取締役	 西川  正孝
中部日本	 - ⑤ -0011	 亀田合板㈱	 代表取締役	 亀田  暁典
関西	 - ⑤ -0027	 ㈱ハリマック	 代表取締役	 湯浅  利弘
関西	 - ⑤ -0028	 ㈱イナバ	 代表取締役	 大地  庸元
関西	 - ⑤ -0029	 ㈱イズミ	 代表取締役	 兒玉  巌
関西	 - ⑤ -0030	 井田商事㈱	 代表取締役社長	 井垣  正光
関西	 - ⑤ -0033	 ㈱山王	 代表取締役	 岡田  康司
関西	 - ⑤ -0035	 ㈱丸産業	 代表取締役	 丸  敏幸
関西	 - ⑤ -0036	 ㈱クトクマーケティング	 代表取締役	 村石  建治
関西	 - ⑤ -0038	 奥西ベニヤ㈱	 代表取締役	 奥西  正英
関西	 - ⑤ -0039	 集建産業㈱	 代表取締役	 坂口  明子
中国	 - ③ -0059	 明和建材㈱	 代表取締役	 黒田  総司
九州 S	 -0019	 ㈱協和通商	 代表取締役	 大坪  暁
九州	 - ① -0117	 ㈱ MK	 代表取締役	 宮本  克二
九州	 - ③ -0051	 ㈱トーソー	 代表取締役	 赤塚  雄二
九州	 - ⑤ -0009	 ㈱マルヒラ	 代表取締役	 平澤  正幸
九州	 - ⑤ -0010	 ㈱近藤材木店	 代表取締役	 近藤  真一郎

2021 年 6 月23 日現在

【グリーン購入法】に基づき事業者新認定・期限更新した 37 社

日合商ホームページ

https://www.nichigosho.net

www.nichigosho.net/member/seminar/

�★他の支部の本年度開催計画につきましては、決定次第お知らせします。


